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皆さんに質問があります 

※挙手してくださいね※ 
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実践している方？
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プロジェクトとは， 
独自のプロダクト，サービス， 
所産を創造するために実施される 
有期性の業務である 

<引用：PMBOKガイド第3版> 
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パーキンソンの法則 
 ・学生症候群 
 ・早期完了の未報告 
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ABCD全部 
80％の確率で完遂 

Eが時間通り始められる確率 
80％×80％×80％×80％
= 41％ 
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20日 20日 20日 

20+20+20 
=80!! 

そんなにやれん!! 
一律20％カットだ!! 

20+20 
=40 
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ベータ分布 
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10日 
80％の確率
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SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

50％の確率

10日 
80％の確率

20日以上 

２０日 

タスク(80％) 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

200日 

20日のタスクが10個あるとする 

10日ずつ遅延 

220日!! 

20％の確率で遅延 
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“安全余裕” 
(バッファ) 

タスク(80％) 

= ABP 
Aggressive But Possible 
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CCPMのキーポイント 
「ABPと安全余裕を分ける」 
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200日 

バッファを集める 

“プロジェクトバッファ” 
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200日 
50％の確率で遅延 

150日で完遂!! 
残りバッファ 

(50日) 

※10日遅延 
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黄で対策検討 
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ABPと安全余裕を分けたことで， 

「どれだけ安全余裕が足りないかわかる」 

Q：もともとムリな期限で 
   やらされているときは？ 

安全余裕が足りない!! 

CCPMで正しい計画ができる!!! 
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従来のプロジェクト管理手法 

×遅れる 
×状況わからない 
×ナゾの計画 
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CCPM（ABPと安全余裕を分ける） 

○速くなる・遅れない 
○遅延の早期発見・対策 
○正しい計画 
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例えば 

 要求分析 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

0% 50% 100% 

100% 

50% 

0% 

進捗率 

バ
ッ
フ
ァ
消
費
率

バッファ傾向グラフ 
SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

CCPMとは？ 

CCPMの弱点？ 

どうしたらいい？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

CCPMとは？ 

CCPMの弱点？ 

どうしたらいい？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

CCPMのキーポイント 
「ABPと安全余裕を分ける」 

(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

CCPMのキーポイント 
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確実なコト 不確実なコト 

各タスクの 

ABP 
各タスクの 

確率変動 

バッファで吸収!! 

通常のCCPM 
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確実なコト 不確実なコト 

わかっている 
タスクのABP 

わかっている 
タスクの確率変動 

バッファで吸収!! 

提案手法 
(よーわからんタスクがある場合) 

+ 
よーわからんタスク 
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？ 

ABP 確率変動 

わかっているタスク よーわからんタスク 

わかってるタスクの 
ABPだけで工程を引く 

残りは丸ごとバッファで吸収 
※普通のCCPMより大きくなる 
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要求定義プロセス 

要求 
獲得 

要求の検証・ 
妥当性確認・

評価 

要求 
分析 

要求 
仕様化 

出展：REBOK Ver.1.0 

よーわからんタスク わかってるタスク 
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？ 

？ 
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AAA機能 

BBB機能 

CCC機能 要求獲得 
要求分析 

要求仕様化 
要求の検証・妥当性確認・評価 

のABP 
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プロジェクト概要 
項目 内容 

開発プロジェクト全体の
期間 

2012年10月～2013年6月 

要求定義工程の期間 2012年10月～2012年12月 

開発規模 約200KLOC 
開発言語 C#，XAML 

開発形態 
フルスクラッチでの新機種開発． 
ただし，半数程度の要求仕様は既存
機種と同等． 

主な要求定義の 
ステークホルダ 

システム設計部門，品質保証部門 

備考 
MVC(Model-View-Control)分離構造
のアーキテクチャを採用． USDM適用，
対象はModel部のみ．   
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確実なコト 不確実なコト 

わかっている 
タスクのABP 

バッファで吸収!! 

それ以外 

★キーポイント★ 
「確実なコトと不確実なコトを分ける」 
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※注意書き※ 

よーわからんタスクが多すぎるとムリ 

わかっているタスクの工数見積り精度
がある程度必要 

SQiP2013
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USDM 

プランニングポーカー 

Universal Specification Describing Manner 
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「ライトウェイトCCPM(仮)」 

全部じゃなく，一部の工程でもOK 

わかるタスクだけ取り出す 

わかるタスクをABPで見積る 

よーわからんタスクも含めてバッファで
吸収する 

※本手法は，あくまでもCCPMの本格導入の試行用． 
 本来ならよーわからんタスクをなくすようにすべき． 
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提案手法の前提条件 

要求定義工程における工数見積りに影響を与える要素 

(1)実現すべき要求項目の数 
(2)各要求項目における作業タスク 
(3)各作業タスクにおける工数 

【前提条件】 
  (1)の要求項目が5倍や10倍のように大きく変動しない 
 → せいぜい変動幅が数十％以内 

SQiP2013
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シミュレーション条件 
① 期間は前節に示したリスケジュール後の期間

(2012/10/17開始，2012/12/28終了)とする． 

② USDMの「要求仕様化」「要求の検証・妥当性確認・評
価」工程の見積りおよび残日数の進捗は前節の結果
をそのまま用いる． 

③ 「要求獲得」「要求分析」工程の作業工数は，要求仕
様のサイズに基づいて見積る． 

④ プロジェクトバッファのサイズは，クリティカルチェーン
の50%(標準的なバッファサイズ)になるように設定する．
それに合せて(3)の工数見積りの微調整を行う． 

⑤ 「要求獲得」「要求分析」工程の残日数は，実際の作
業データから算出する． 
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工程管理の範囲(残日数を確認する範囲) 
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プランニングポーカー 
(1) USDM要求仕様化の対象となる要求仕様一覧を作成する． 

(2) 要求仕様のサイズを1(小)，3(中)，8(大)，13(特大)の4つとする．
(数字は，相互を比較した数値を示しており，具体的な単位を持
たない) 

(3) (1)の要求仕様一覧から全員が想像しやすく「中」に適切なもの
を一つ選び，基準として，サイズ「中」とする． 

(4) (1)の要求仕様一覧全ての項目について，(2)で選択した基準と
比較して，どの程度の大きさになるかを検討して相対的なサイ
ズ見積り(小，中，大，特大)をする． 

(5) どれかの要求仕様項目について，実際にUSDM要求仕様化を実
行し，どの程度の工数になるか検証する． 

(6) (5)の結果と(4)の相対的サイズ見積りから，全ての要求仕様項
目について，どれくらいの作業工数になるかを計算する． 
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USDMの特徴 

(1)木構造 
(2)理由 
(3)必要最小限 
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「要求」を上位要求・下位要求・要求仕様の三階層に整理． 
一般に階層構造はレビュー漏れを防ぐといわれている． 
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理由 
その要求が成り立つ「理由」を書く 
「理由」が明確になることで， 
要求や仕様の取り違えが減る． 
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必要最小限 
(before/afterなど) 

開発ドキュメントはソフト開発 
において必要最小限に． 
例) 変更箇所は差分のみを記載 
     ソフトにならないものは記載しない 
     (「説明」欄に記載する) 
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USDM 

要求 

Req.1 ここに要求を記述 

理由 要求の背景や理由について記述  

説明 

要求 

Req.1-1 ここに階層化された要求を記述 

理由 

説明 

要求仕様 

<仕様分類 Group A> 

Req.1-1-1 上記の要求に含まれるべき要求仕様を記述 

Req.1-1-2 

<仕様分類 Group B> 

Req.1-1-3 

Req.1-1-4 

要求 

Req.1-2 ここに階層化された要求を記述 

理由 

説明 

要求仕様 

<仕様分類 Group C> 

Req.1-2-1 上記の要求に含まれるべき要求仕様を記述 

Req.1-2-2 

Req.1-2-3 
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Q： 
「クリティカル・チェーン」 

って何？ 
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A 

B 

C 

D 

E 

クリティカル・パス 
※BとCは同じ人が担当するタスク 

クリティカル・パス 
=自由度のないタスク郡 

非クリティカル・パス 
=自由度のあるタスク郡 

SQiP2013
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A 

B 

C 

D 

E 

リソースの競合を
取り除く 

クリティカル・チェーン 

SQiP2013
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合流バッファ 

クリティカル・チェーンを保護 
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Q： 
どうやって50％の確率で 

タスクを見積る？ 

SQiP2013
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A： 
二つ方法があります 

(1)最初からABPで各タスクの長さを決定 
(2)従来工程表(HP)のタスクを一律で半分 

多くは，(2)のバッサリ半分にしてしまう方がよい． 

 ※80％の確率のタスク：HP(Highly Possible) 
 ※50％の確率のタスク：ABP(Aggressive But Possible) 

 →ABPは「そのタスクをずっと集中して完了できであろう工数」 

SQiP2013
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Q： 
タスク見積りを半分にされる 
とわかっていたら，さらにサバ 

を読むんじゃないか？ 

SQiP2013
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A： 

まず，やってみると良いです。 
サバを取り切れていないとバッファ傾向
グラフが真横に推移します。 
なってみてから是正すれば良いです。 
(通常，みんなで見積るので自分だけサバを読みづら
いと思いますが…) 
※ちなみに，隠れサバ読みは「責任感の表われ」です 

SQiP2013
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Q： 
タスクを見積るスキルがない 

場合はどうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
見積り方法は 

通常と同じで大丈夫です 

それでもできないということであれば， 
「プランニングポーカー」 
といった方法もあります。 

SQiP2013
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Q： 
手戻りがあり， 

見積ることができない場合 
どうするのか？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

A： 
「手戻り」がどれくらい 

あるかによります 

手戻りがある程度予測できるなら， 
タスクにしてバッファで吸収すればよいです 
 
予測できないor非常多い場合は， 
手戻らないような施策をすべきです。 
(PFD，USDM，Wモデルとか) 

SQiP2013
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Q： 
サバ(バッファ)なんて 

ありません!!! 
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A： 
本当ですか？ 

じゃあ，半分のタスクが 
遅れてるんですね？ 

SQiP2013
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Q： 
最初からバッファがない 

場合はどうする？ 
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A： 
今までどうしてました？ 

というのは置いておいて… 

(1)クリティカルチェーンに隙間がないかチェックする 
(2)各タスクにまだサバがないか見直す 
(3)タスクの前後関係を調整して並行作業を増やせない
か検討する 
(4)リソースを追加して期間を短縮できないか検討する 
(5)納期変更を検討する 

SQiP2013
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Q： 
バッファの量は 

どれくらいにする？ 
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A： 
全タスクの見積り工数の 

50％～100％ 
とします。 

(％は，組織で決める) 
※100％だと従来と同じ全体工数となります。 

SQiP2013
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Q： 
特定個人のスキルに依存する 
タスクがいっぱいある場合， 
融通が効かないのでは？ 
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A： 
なるべくそうならない 

ようにします 

(1)スキルマップを作成します。 
(2)それでもクリティカルチェーン上のタスク
が特定個人に依存する場合，その人に雑務
が行かないようにします。 

SQiP2013
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Q： 
要素開発など， 

やってみないとわからない 
ものはどうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
バッファでなんとかなる場合は 

対処できます。 
なんとかならない場合は 

CCPMだけでは解決できない 
可能性があります 

 
なので「ライトウェイトCCPM(仮)」を． 

SQiP2013
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Q： 
プロジェクトバッファが大きい 

と安心しきって 
遅れが発生しないか？ 

(積極的にバッファを消費する 
者が出てこないか？) 

SQiP2013
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A： 
プロジェクトファシリテーション 

という技術を用います 

SQiP2013
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・朝会 
  → 立ちミーティング(15分以内) 
・タスクかんばん 
  (1)前日のDoingをDoneに移動． 
  (2)Doneに移動できない場合，残日数を修正． 
  (3)当日実行するタスクをToDoからDoingに移動． 
      ※1タスクは1日以下になるようにバラす 

朝会でタスクかんばん 

ToDo Doing Done 

SQiP2013
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Q： 
赤ゾーンに入ってしまったら 

どうするのか？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

バッファ傾向グラフを監視して対処する 
 (1)イエローゾーン：対策を選択 
 (2)レッドゾーン：対策を実行 

プロジェクト遅れに対処する 

レッドゾーン対応表を予め準備 

対策順序 対策内容 意思決定者・決済フロー等 留意点・課題 

レベルⅠ 

 リソースの調整     
 メンバー間の保管     
 付帯業務をとめる     
 急な電話が来客がないか確認する     
 始業時のセットアップ時間を確認する     

レベルⅡ 
 シングルプロジェクト化     
 休日出勤で対処     

レベルⅢ 
 協力会社の変更     
 外注を投入する 
 担当者の変更     

レベルⅣ 
 工期変更     
 段階的出荷     
 スペックダウン     

意思決定者を
事前に決めてお
くことが非常に

重要!!! 

SQiP2013
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Q： 
割り込みが多すぎる場合 

どうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
プロジェクトステータス 
グラフでタスクの優先度 

が明確になります 
 

それでもダメな場合… 

SQiP2013
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プロジェクトステータスグラフ 

プロジェクトA 

プロジェクトB 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

プロジェクトF 

プロジェクトG 

全プロジェクトのバッファ傾向グラフからその時点でのバッファの状況をプロットしたもの 
※必ずしも全プロジェクトのPLが作成しなくても情報さえあれば作成可能 

SQiP2013
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なる早 

なる遅 
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プロジェクトB 

プロジェクトA 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

プロジェクトB 

プロジェクトA 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

なる早 

なる遅 
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提案手法の前提条件 

要求定義工程における工数見積りに影響を与える要素 

(1)実現すべき要求項目の数 
(2)各要求項目における作業タスク 
(3)各作業タスクにおける工数 

【前提条件】 
  (1)の要求項目が5倍や10倍のように大きく変動しない 
  → せいぜい変動幅が数十％以内 
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シミュレーション条件 
① 期間は前節に示したリスケジュール後の期間

(2012/10/17開始，2012/12/28終了)とする． 

② USDMの「要求仕様化」「要求の検証・妥当性確認・評
価」工程の見積りおよび残日数の進捗は前節の結果
をそのまま用いる． 

③ 「要求獲得」「要求分析」工程の作業工数は，要求仕
様のサイズに基づいて見積る． 

④ プロジェクトバッファのサイズは，クリティカルチェーン
の50%(標準的なバッファサイズ)になるように設定する．
それに合せて(3)の工数見積りの微調整を行う． 

⑤ 「要求獲得」「要求分析」工程の残日数は，実際の作
業データから算出する． 
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工程管理の範囲(残日数を確認する範囲) 
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プランニングポーカー 
(1) USDM要求仕様化の対象となる要求仕様一覧を作成する． 

(2) 要求仕様のサイズを1(小)，3(中)，8(大)，13(特大)の4つとする．
(数字は，相互を比較した数値を示しており，具体的な単位を持
たない) 

(3) (1)の要求仕様一覧から全員が想像しやすく「中」に適切なもの
を一つ選び，基準として，サイズ「中」とする． 

(4) (1)の要求仕様一覧全ての項目について，(2)で選択した基準と
比較して，どの程度の大きさになるかを検討して相対的なサイ
ズ見積り(小，中，大，特大)をする． 

(5) どれかの要求仕様項目について，実際にUSDM要求仕様化を実
行し，どの程度の工数になるか検証する． 

(6) (5)の結果と(4)の相対的サイズ見積りから，全ての要求仕様項
目について，どれくらいの作業工数になるかを計算する． 
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niversal 

pecification 

escribing 

anner 
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niversal 

pecification 

escribing 

anner 

USDMの特徴 

(1)木構造 
(2)理由 
(3)必要最小限 
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「要求」を上位要求・下位要求・要求仕様の三階層に整理． 
一般に階層構造はレビュー漏れを防ぐといわれている． 
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理由 
その要求が成り立つ「理由」を書く 
「理由」が明確になることで， 
要求や仕様の取り違えが減る． 
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必要最小限 
(before/afterなど) 

開発ドキュメントはソフト開発 
において必要最小限に． 
例) 変更箇所は差分のみを記載 
     ソフトにならないものは記載しない 
     (「説明」欄に記載する) 
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USDM 

要求 

Req.1 ここに要求を記述 

理由 要求の背景や理由について記述   

説明   

  

要求 

Req.1-1 ここに階層化された要求を記述 

  理由   

  説明   

  

要求仕様 

<仕様分類 Group A> 

  Req.1-1-1 上記の要求に含まれるべき要求仕様を記述 

  Req.1-1-2   

  <仕様分類 Group B> 

  Req.1-1-3 

  Req.1-1-4   

  

要求 

Req.1-2 ここに階層化された要求を記述 

  理由   

  説明   

  

要求仕様 

<仕様分類 Group C> 

  Req.1-2-1 上記の要求に含まれるべき要求仕様を記述 

  Req.1-2-2   

  Req.1-2-3   
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Q： 
「クリティカル・チェーン」 

って何？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

A 

B 

C 

D 

E 

クリティカル・パス 
※BとCは同じ人が担当するタスク 

クリティカル・パス 
=自由度のないタスク郡 

非クリティカル・パス 
=自由度のあるタスク郡 

SQiP2013
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A 

B 

C 

D 

E 

リソースの競合を
取り除く 

クリティカル・チェーン 

SQiP2013
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合流バッファ 

クリティカル・チェーンを保護 
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Q： 
どうやって50％の確率で 

タスクを見積る？ 

SQiP2013
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A： 
二つ方法があります 

(1)最初からABPで各タスクの長さを決定 
(2)従来工程表(HP)のタスクを一律で半分 
 
多くは，(2)のバッサリ半分にしてしまう方がよい． 
 
 ※80％の確率のタスク：HP(Highly Possible) 
 ※50％の確率のタスク：ABP(Aggressive But Possible) 
   →ABPは「そのタスクをずっと集中して完了できであろう工数」 

SQiP2013
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Q： 
タスク見積りを半分にされる 
とわかっていたら，さらにサバ 

を読むんじゃないか？ 

SQiP2013
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A： 

まず，やってみると良いです。 
サバを取り切れていないとバッファ傾向
グラフが真横に推移します。 
なってみてから是正すれば良いです。 
(通常，みんなで見積るので自分だけサバを読みづら
いと思いますが…) 
※ちなみに，隠れサバ読みは「責任感の表われ」です 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

Q： 
タスクを見積るスキルがない 

場合はどうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
見積り方法は 

通常と同じで大丈夫です 

それでもできないということであれば， 
「プランニングポーカー」 
といった方法もあります。 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

Q： 
手戻りがあり， 

見積ることができない場合 
どうするのか？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

A： 
「手戻り」がどれくらい 

あるかによります 

手戻りがある程度予測できるなら， 
タスクにしてバッファで吸収すればよいです 
 
予測できないor非常多い場合は， 
手戻らないような施策をすべきです。 
(PFD，USDM，Wモデルとか) 

SQiP2013
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Q： 
サバ(バッファ)なんて 

ありません!!! 
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A： 
本当ですか？ 

じゃあ，半分のタスクが 
遅れてるんですね？ 

SQiP2013
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Q： 
最初からバッファがない 

場合はどうする？ 

SQiP2013
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A： 
今までどうしてました？ 

というのは置いておいて… 

(1)クリティカルチェーンに隙間がないかチェックする 
(2)各タスクにまだサバがないか見直す 
(3)タスクの前後関係を調整して並行作業を増やせない
か検討する 
(4)リソースを追加して期間を短縮できないか検討する 
(5)納期変更を検討する 

SQiP2013
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Q： 
バッファの量は 

どれくらいにする？ 

SQiP2013
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A： 
全タスクの見積り工数の 

50％～100％ 
とします。 

(％は，組織で決める) 
※100％だと従来と同じ全体工数となります。 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

Q： 
特定個人のスキルに依存する 
タスクがいっぱいある場合， 
融通が効かないのでは？ 

SQiP2013
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A： 
なるべくそうならない 

ようにします 

(1)スキルマップを作成します。 
(2)それでもクリティカルチェーン上のタスク
が特定個人に依存する場合，その人に雑務
が行かないようにします。 

SQiP2013
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Q： 
要素開発など， 

やってみないとわからない 
ものはどうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
バッファでなんとかなる場合は 

対処できます。 
なんとかならない場合は 

CCPMだけでは解決できない 
可能性があります 

 
なので「ライトウェイトCCPM(仮)」を． 

SQiP2013
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Q： 
プロジェクトバッファが大きい 

と安心しきって 
遅れが発生しないか？ 

(積極的にバッファを消費する 
者が出てこないか？) 

SQiP2013
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A： 
プロジェクトファシリテーション 

という技術を用います 

SQiP2013
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・朝会 
  → 立ちミーティング(15分以内) 
・タスクかんばん 
  (1)前日のDoingをDoneに移動． 
  (2)Doneに移動できない場合，残日数を修正． 
  (3)当日実行するタスクをToDoからDoingに移動． 
      ※1タスクは1日以下になるようにバラす 

朝会でタスクかんばん 

ToDo Doing Done 

SQiP2013
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Q： 
赤ゾーンに入ってしまったら 

どうするのか？ 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

バッファ傾向グラフを監視して対処する 
 (1)イエローゾーン：対策を選択 
 (2)レッドゾーン：対策を実行 

プロジェクト遅れに対処する 

レッドゾーン対応表を予め準備 

対策順序 対策内容 意思決定者・決済フロー等 留意点・課題 

レベルⅠ 

 リソースの調整     
 メンバー間の保管     
 付帯業務をとめる     
 急な電話が来客がないか確認する     
 始業時のセットアップ時間を確認する     

レベルⅡ 
 シングルプロジェクト化     
 休日出勤で対処     

レベルⅢ 
 協力会社の変更     
 外注を投入する 
 担当者の変更     

レベルⅣ 
 工期変更     
 段階的出荷     
 スペックダウン     

意思決定者を
事前に決めてお
くことが非常に

重要!!! 

SQiP2013
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Q： 
割り込みが多すぎる場合 

どうするのか？ 

SQiP2013
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A： 
プロジェクトステータス 
グラフでタスクの優先度 

が明確になります 
 

それでもダメな場合… 

SQiP2013
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プロジェクトステータスグラフ 

プロジェクトA 

プロジェクトB 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

プロジェクトF 

プロジェクトG 

全プロジェクトのバッファ傾向グラフからその時点でのバッファの状況をプロットしたもの 
※必ずしも全プロジェクトのPLが作成しなくても情報さえあれば作成可能 

SQiP2013
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なる早 

なる遅 
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プロジェクトB 

プロジェクトA 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

プロジェクトB 

プロジェクトA 

プロジェクトC 

プロジェクトD 

プロジェクトE 

なる早 

なる遅 
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プロジェクトは 
遅れてはならない!! 
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「余裕」をもったタスク(見積り) 
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「余裕」をもったタスク(見積り) 

50%の確率 

10日 
80%の確率 

20日以上 

ベータ分布 
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なんで遅れる？？ 
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パーキンソンの法則 
“仕事の量は与えられた
時間をすべて使い切る
まで膨張する” 

 C.N.パーキンソン 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

パーキンソンの法則 
 ①学生症候群 
 ②ソフト技術者症候群 
 ③バッドマルチタスク 
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①学生症候群 
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タスク(見積り) 

タスク 
丁寧な仕上げ 
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  タスク 

段取り時間 

  A   Ｂ   Ｃ 

A完了 B完了 C完了 

 A Ｂ C  A Ｂ C  A Ｂ C 

A完了 B完了 C完了 

Bもやら
なきゃ!! 

Cもヤバイ! 

③バッド 
マルチタスク 
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パーキンソンの法則 
“仕事の量は与えられた
時間をすべて使い切る
まで膨張する” 

 C.N.パーキンソン 
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A 

B 

C 

D 

E 

ABCD全部 
80%の確率で完遂 

Eが時間通り始められる確率 
80%×80%×80%×80%  

  = 41% 
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したがって… 
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クリティカル・パス 
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50%の確率 

10日 
80%の確率 

20日以上 

SQiP2013



(C) Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved 

50%の確率 

10日 
80%の確率 

20日以上 

20日 

タスク(80%) 
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200日 

クリティカル・パス 

10日ずつ遅延 

220日!! 

20%の確率で遅延 
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50%の確率 

10日 
80%の確率 

20日以上 

20日 

タスク(80%) 
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50%の確率 

10日 
80%の確率 

20日以上 

10日 10日 
タスク(50%) 

“サバ” 

タスク(80%) 
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200日 

クリティカル・パス 

サバ(バッファ)を集める 

クリティカル・チェーン 
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200日 

クリティカル・チェーン 

※10日ずつ遅延 
50%の確率で遅延 

150日で完遂!! 
残りサバ(50日) 
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概ね20～30%短縮 
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サバ(バッファ)を管理 
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6 4 
5 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

   6→7 4 
 4 

6→10 4 
            1 

6→8 4 
    3 

2日経過 

5日で何とか 

あと6日かかっちゃいます 

あと8日かかります!! 
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0% 50% 100% 

100% 
 

50% 

0% 

進捗率 

バ
ッ
フ
ァ
消
費
率 

予想外のタスク発生 

リソースの再分配 

バッファ傾向グラフ 
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【CCPM実施の注意事項】 

各タスク50%ができるか？ 
(できないと隠れサバよみによって，
そもそも収まらない) 

タスクが遅れても怒らない 

マルチタスクをやめれるか？ 
(クリティカルチェーンだけでも) 

SQiP2013




